钱 TDK 

Life on Record 


Sound Cube 

iPod / iPhone 対応スレチデイレクシヨナル 
アクティブスピーカー 


取扱説明書 


このたびは本製品をお買い上げいただを、ありびとラございまず。 

ご使巧の前に本取扱説明書を最樓までよくお読みの上、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、大切に保管してください。 




ま全上のごま意 


本製品は安全に配慮して製造されていますび、誤った使い方をすると、死亡重傷、傷害などの人身ま故、また物的損害を引を 
起こす原因となり大変危険でず。ご使用の前には「安全上のご注意」を必ずお読みになり、記載事項を守って安全に正しくご使巧 
<ださい。 


■故障した5使用しないでください。 

本製品び正しく動作せず、「こんなとをには」の内容をお読みになり対処してち問題が解消されない場合は、ただちに 
お客様ネ目談室にご連路< ださい。 

■万一、異常が発生したとさは ••• 

本製品び異常に発熱したり、異臭、異音、煙び発生したとさは、ただちに使用を中止してください。その樓はご使用に 
ならず、お客様相談室にご連絡ください。 


使用している表示と絵記号 


警告表示、を意表示の意味は次の通りです。 


么警告 

この表示の項目を守らないと、死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を表示して 
いまず。 

么ミち意 

この表示の項目を守らないと、人び傷害を負ラ可能性または物的損害び発生ずる可能性 
び想定される内容を表示しています。 


絵記号の意昧は次の通りです。 



この絵記号は禁止行為の説明を表示していまず。 

〇运 

この絵記号は必ず実行していただをたい行為の説明を表示しています。 


么警告 



本製品を絶对に分解したり、修理•改造したりしないでください。 

火災、感電、やけど、故障の原因になります。分解、修理、改造を巧った場合は、故障時の保罰対象外となり 
ます。 


0 本製品の内部に異物を入れないで<ださい。 

水などの液体皆金属片などの異物を入れると、火災、感電、故障の原因になりまず。液体や異物び内部に入って 
しまった場合は、すぐに電源を切り、コンセントから電源プラグを巧いてください。 


〇 本製品か5煙が出たり、異臭、異音などの異常を感じたりしたら、ずぐに使用を中止してください。 

そのまま継続して使巧すると、火災•感電の原因になります。ずぐに電源を切り、コンセントから電源プラグ 
を扳いてください。 

0 本製品を落としたり、強い衝撃を加えたりしないでください。 

衝撃を加えてしまった場合は、すぐに電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いてください。そのまま継続 
して使巧すると、火が、感電、故障の原因になりまず。 

0 本製品を;’需5したり、水蒸気や水がかかるよラな場所で使用しないでください。 

火災、感電、故障の原因になります。'為室やシャワー室では使巧しないで<ださい。雨天、降雪中、ミ毎岸、水辺 
での使用は特にご注意ください。 


0 本製品の近くに水などの入った容器を置かないでください。 

巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、襄品など液体の入った容器を置かないでください。こぼれたり、内部に液体 
び入ると、火災•感電の原因になります。 
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么警告 


本製品の放熱をさまたばない場所に設置してください。 

他の機器、壁等か6間隔をとって設置してください。ラックなどに入れる場合はすさ間を空け、通風孔をふさび 
ないで<ださい。内部に熱びこち0、火災の原因にな0ます。 

電源コードを傷つけないでください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでくだ 
さい。電源コードや電源プラグび傷んだ状態（お線の露出、断線、変形など）で使用すると、火災•感電の原因 
になります。 

雷が鳴り出した5、本体やアンテナ線、ケーブル類に軸れないでください。 

感電の原因になります。 

表示された電源•電圧(交流100ボルト)な外で使用しないでください。 

表示された電源‘電圧がで使用すると、火災’感電の原因になりまず。本製品を使巧でさるのは曰本国内 
のみでず。 

電源プラグの清掃を定期的に巧ってください。 

電源プラグにほこりなどびたまっていると、火災の原因になります。電源プラグを损いて、乾いた巧でほこり 
を取り除いてください。 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電‘故障の原因になります。 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

差し込みび不完全だと、発熱したりほこりび付着して火災の原因になります。電源プラグを根元まで差し込んで 
をゆるみびあるコンセントは使巧しないでください。 

電源プラグは抜きやすい位置にあるコンセントに差し込んでください。 

万一の場合に備えて、電源プラグはよく見えて容易に弓 I さおける位置にあるコンセントに接続してください。 

電源コードの上に重い物を載せたり、本製品の下敷さにしたりしないでください。 

コードび破損して乂災•感電の原因になることびあります。 

電地が液漏れしたときは、素手で軸5ないでください。 

液び目に入ると失明の原因になることびありまず。液び目に入ったとさは、すぐにをれいな水で十分に洗い 
流し、ただちに医師の診察を受けてください。 

液びからだや衣服についたときわ皮膚の炎症やけびの原因になることびありまず。異常び現れたときはただちに 
医師の診察を受けて < ださい。 

本書で指定している拟列•の電池を使用しないでください。 

乂災やけびの原因になることびありまず。 


么注意 


本製品を不ま定な場所に置かないでください。 

ぐらついた台の上や傾いた場所、振動する場所に置かないでください。落下したり転倒したりして、けがの原因 
になることびあります。 

高温、多湿、ほこりの多い場所に置かないでください。 

窓際や車中など直射曰光のあたる場所、ス I -ーブのよラな暖房器具の近<など高温になる焉所、調理台や 
加湿器の近<など油煙や湿気のあたる場所、またほこりのをい場所に放置すると火災‘感電の原因になる 
ことびあります。 

音が重んだ状態で長時間使用しないでください。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になることびあります。 


〇 0 00 〇 ®o O0S S 0 0 0 
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么注意 


機器に接続ずるとさは、機器の音量設定を最小にして < ださい。 

始めか5音量を上げすざると、突然大をな音び出て耳を傷めることびありまず。音量はかしずつ上げてご使用 
<ださい。 

同捆品凹外の電源コードは使用しないでください。 

火災•感電の原因になることびあります。また、本製品の電源コードを他の機器に使巧することをおやめくだ 
さい。 

お手入れをずるとを、長期間使用しないとさは、電源をはずしてください。 

を全のため、電源を切り、コンセントから電源プラグを披いてください。電池を取り付けている場合は電池を 
旅いて < ださい。 

電源プラグを抜 < とさは、電源コードを弓 I っ張らないで < ださい。 

コードび破損して火が•感電の原因になることびあります。必ずプラグを持って损いてください。 

移動させるとさは、電源プラグやアンテナ線、接続したコードをはずしてください。 

コードび破損して火災•感電の原因になることびあります。また、接続機器が落下したり転倒したりして、けび 
の原因になることびあります。 

ブラウン管を使用したディスプレイから離して設置してください。 

スピーカーの磁気により色むらび発生することびあります。 

個包袋は安全な場所に保管してください。 

製品を個包していた袋は、お子様の手の届かない安全な場所にイ呆管してください。窒息などの事故の原因に 
なりまず。 

FM アンテナや本体は他の A V 機器から離して設置して < ださい。 

雑音の原因になることびあります。 

電池の +( プラス)と一(マイナス)の向をを正し < セットしてください。 

正しくセットしなし化、発熱、火災、感電の原因になることびあります。 

電池を乳幼児の手の届くところに置かないで < ださい。 

誤って飲み込む恐れびあります。万一、おデ様び飮み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。 

ちい電池と新しい電池、また種類の異なる電池を混在させて使用しないで < ださい。 

破裂や液漏れにより、火災•けびの原因になります。また、周囲を巧損する原因になります。 

電池を加熱•分解したり、火や水の中に投下しないで < ださい。 

破裂や液漏れにぶり、火災•けびの原因になります。また、周囲を汚損する原因になります。 

電池の +( プラス)と一(マイナス)をシヨートさせないでください。 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管すると、発熱、破裂、液漏れにより、火災•けがの 
原因になります。また、周囲を巧損する原因になります。 

電池の異常に気づいたら使用を中止してください。 

液漏れ、変色、変形、その他今までと異なることに気づいたらすぐに使用を中止してください。そのまま使い 
続けると、電池び発熱•破裂ずる恐れびあります。 

充電式電池を使巧する場合は、満充電、使用途中、未充電の電池を混在させて使用しないでください。 

発熱、破裂、液漏れにより、火災•けびの原因になります。また、周囲を巧損する原因になります。 


■ル型充電式電池のリヴイクルについて 

ル型充電式電池は U サイクルでをます。不要になったル型充電式電池は、金属部分にセ□八ンテープなどの絶縁テープ 
を貼って充電式電池 U サイクル協力店へお持ち < ださい。 

充電式電池の収集リサイクルおよびリサイクル協力店についでま、「有限責任中間法人 J 日 RC 」 のホームぺージ 
( http :// www . jbrc . net / hp /) を参照してください。 


〇。を运〇〇 〇 0 


4 






同個品を確認する 


ご使用になる前に政下の同お品び揃っているか確認してくださし、。 

-スピーカー 本体 
• AC アダプター 
- Dock コネクタケーブル 
- 3.5mm ステレオ S ニケーブル 
• 取扱説明書/製品保証書 

本製品には電池は同おされていません。電池でご使用になるとさは単]お電池を12本ご用意ください。 


RCA ケーブルについて 

RCA ジャックに接続してが部オーディオ機器を使用する場を、 RCA ケープルは下図のよラにマイナス側 
の接点び 3.5mm 程度 ULL 露出しているタイプの製品をお選びください。 
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各部の名称 


前面 


タツチノ':ネル 

I I 

12 3 456789 1011121314 



1. 

電源インジケーター 

10 . 

ディスプレイ 

2. 

電源/ボリュームコント□ールダイヤル 

11. 

キヤリー八ンドル 

3. 

FM アンテナ 

12 . 

SELECT ダィヤル 

4. 

SOURCE ボタン 

13. 

巨 ACK ボタン 

己. 

E 日ボタン（イコライヴー) 

14. 

0 K ボタン 

目. 

戻るボタン （!◄◄) 



7. 

プリセツトボタン 



8. 

再生/—時停止ボタン （ Wl ) 



日. 

進むボタン （ W ) 




ろ 
























背面 



1 2 3 4 5 6 


1. DC IN ジャック 

2. USB ポート 

3. RCA IN ジャック 

4. LINE IN ジャック 

已. INST ジャック （6.3 mm プラグ巧) 
日.電池格納部（本機底面） 
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電源を用意する 


AC アダプターを接続ずる 

1 . AC アダプターの DC プラグを本機背面の DC IN ジヤックに挿入します。 


2 . AC アダプターの電源プラグをコンセントに接続します。 

本機に付属の AC アダプターがは使用しないでください。 


※製品の形状 • か観は予告なく変更する 
場合びありますのでご了承願います。 



コンセント 


AC アダプター 


DC IN ジャックへ 


本機に電池を取り付ける 

単]形電池] 2本を本機の電源として使用ずることびでをまず。電池を取り付けると走は、し:!下の手順に 
從つてください。 

1. 本機底面にある電池カバーの2か所のネジをドライバーで外し、電池カバーを持ち上げて 
外します。 

2 . 単1形電池12本を図のよラに電池 
格納部に取り付けます。 

電池格納部に术されている+と一の 
マークに電池の向さを合わせてください。 

持続時間の長いアルカ U 乾電池または 
充電池のご使巧をおすすめします。 


補足： 

-本機を電池で使用するとさは、必ず AC ァダ 
プターを DC IN ジャックから外してくださし、 
-本製品には電池は同砸されていません。ご使用 
になる前に単1形乾電池または単1形充電池 
を ] 2本ご用意ください。 

-電池を取り付ける前に、電池の端子と本機の 
端子を掃除してください。 
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本機を使用する 


次の手順はほぼすベてのモードで共通です。 

電源のオン/オフと音量の調節 



電源/ボ I 」ュームコント□ールダイヤルを時計 電源/ボ I 」ュームコント□ールダイヤルを時計 
回りにゆっくり「カチッ」というまで回します。回りに回すと音量び大きくなり、反時計回りに 
本機の電源び入り、電源インジケーターび点灯 回すと音量びかさ<なります。 


しまず。 

補足: 本体のプログラム起動に時間びかかりまず。 


電源/ボ U ュームコント□ールダイヤルを反時計 
回りに「カチッ」というまで回します。本機の 
電源び切れ、電源インジケーターび消なします。 


自動電源オフ機能 

自動 電源 オフモード 

入力信号びない状態で已分！; Lt ボタン操作を行わない状態び続くと、自動的に電源びオフにな0ます。 
この場合は、電源/ボ U ュームコント□ールダイヤルを反時計回りに「カチッ」というまで回して 
いったん電源をオフの状態にし、再び電源/ボ U ュームコント□ールダイヤルを時計回0にゆっく0 
「カチッ」といラまで回して、電源をオンにしてください。ラジオを再生中には、自動電源オフモード 
は作動しません。 


パワーセーブモード 

動作中に已分切上ボタン操作を行わない状態び続くと、電源インジケーターを除< LED 表示はパワー 
セーブモードに入0ます。 

この場合は、電源/ボリュームコント□-ルダイヤル政外のいずれかのボタンを操作することでパワー 
セーブモードび解除されまず。電源/ボリュームコント□ールダイヤルを操作してもパワーセーブモード 
は解除されません。 



AC アダプター使用時に作動する機能 

電池使用時に作動ずる機能 

パワーセーブモード 

— 

• 

自動電源オフモード 

• 

• 

iPod/iPhone の充電 

• 

• 
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EQ 機能 



E 日ボタン①を押すと、ディスプレイに低音域 
び表示されまず。 SELECT ダイヤル®を回して 
低音域を調節しまず。 



0 K ボタン①を押すと、ディスプレイに高音喊 
び表示されます。 SELECT ダイヤル③を回して 
高音域を調節します。日 K ボタン①を押して設 
定を確定します。または、そのまま数秒間待つ 
と前のメニューに戻ります。 E 日機能は全ての 
モードを使用中に調節することびできます。 


FM ラジオを聞< 



電源/ボ I 」ュームコント□ールダイヤルを時計 
回0にゆつ<り「カチッ」といラまで回して、 
本機の電源を入れます。電源インジケーターび 
点好します。 

補足:本体のプ〇グラム起動に時間びかかります。 



S 日 URGE ボタン①を押しまず。ディスプレイに 
S 日 URGE メニューび表示されます 。 SELECT 
ダイヤル③を使用して FM を選択し、日 K ボタン 
③を押して確定します。 
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ディスプレイに周波数び表示されているとさに、 
日 K ボタン①を押します。ディスプレイに 「Manual 
Tune」、「Seek Tune 」 び表示されます。手動で 
周波数を]つずつ調節するとさは 、 SELECT 
ダイヤル©を使用して Manual Tune を選択し 
ます。自動で受信感度の良い周波数を探して表示 
するとをは Seek Tune を選択します。日 K ボタン 
①を押すと選択が決定します。目 ACK ボタン③を 
押す、またはそのまま数秒間待つと、周波数の表示 
に戻ります。 

補足 ： Seek Tune を選巧した場を、ダイヤルを 
回すと Seek を開始します。 



SELECT ダイヤルを使用して選局します。選択 
中のラジオ局の受信感度び良いほど長いラインび 
表おされます（上図を参照)。 

必要に応じて、音量とイコライヴーを調節します 
(9、1日ページを参照)。 


アンテナ 

FM : 受信感度を良くするときは、 FM アンテナを最大まで伸ばしてか5、よく聴こえる方向に合わせます。 


ラジオのプリセット設定 （ FM 曰局まで) 



「 FM ラジオを聞く」の手順1〜4に従って選局 
します。設定するプ U セツトボタン （1 〜已の 
いずれか）を長押しします 。 [Saved to #XJ (たと 
えば 、 rsaved t 日#3」）とディスプレイに表示 
されると、プ U セット設定は完了です。 


プリセツト設定を呼び出す 



「 FM ラジオを聞く」の手順！〜2に従って、 
FM モードを選択します。任意のプ U セットボタン 
(1 〜日のいずれか）を巧して、プ I 」セツト設定 
されているラジオ局の放送を聞をまず。 


n 



































本機で iPod / iPhone を使用ずる 



電源/ボ I 」ュームコント□ールダイヤルを時計 
回0にゆつ<り「カチッ」といラまで回して、 
本機の電源を入れます。電源インジケーターび 
点好します。 

補足:本体のプ〇グラム起動に時間びかかりまず。 



S 日 URGE ボタン①を押します。ディスプレイに 
S 日 URGE メニューび表示されます 。 SELECT 
ダイヤル®を使用して USB を選択し、日 K ボタン 
感を押して確定します。 

曲の再生などの操作は iPod / iPhone の操作部で 
行います。 iPod / iPhone の取扱説明書に従って 
操作してください。 



Dock コネクタケーブルを iPod / iPhone に挿入 
し、ケーブルのちラー方の端を本機背面の USB 
ポートに挿入します。 


iPod / iPhone の再生に関する注意： 

-詳細な接続方法については、 iPod / iPhone の取扱説明書を参照してくださし、。 

- ffi の再生操作は iPod / iPhone の操作部で行い、音量は本機の電源/ボリュームコント□-ルダイヤル 
で調節します。 
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USB デバイス（フラッシュメモリーまたは八ードディスク）の使用 



電源/ボリュームコント□ールダイヤルを時計 
回0にゆつ<り「カチッ」といラまで回して、 
本機の電源を入れます。電源インジケーターび 
点好します。 

補足:本体のプ〇グラム起動に時間びかかります。 



US 巨デバイス （32 G 目まで対応）を本機背面の 
US 巨ポートに接続します。 


本徽ま、32日 kbps I の^の MP 3/ WMA ファイル 
に対応していまず。 



S 日 URGE メニューび表示されます 。 SELECT 
ダイヤル®を使用して USB を選択し、日 K ボタン 
感を押して確定しまず。 



複数のフオルダびある場合は、 SELECT ダイヤル 
①でフオルダを選択して、日 K ボタン③を押すと、 
フオルダの内容び表示されます。 


補足：フォルダ名やファイル名び日本語の場合 
は、ディスプレイに表示されません。 
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目的のフオルダの内容び表示されるまで手順 4 
を繰0返します。 

曲の再生を開始するとさは、 SELECT ダイヤル 
©で巧またはファイルを選択して、日 K ボタン® 
を押します。タグび設定されている場合は、曲名 
びディスプレイに表示されます。 


再生中の巧を一時停止するとをは、再生/一時停止 
ボタン （ Wl ) を押します。ディスプレイに「 II 」び 
表示されます。をラー度巧生/一時停止ボタン （ Wl ) 
を巧すと、再生び再開します。 

選択した曲を再生した後、引さ続さ同じフォルダ 
の次の曲を再生します。フォルダ内のすべての曲 
を再生ずると、再生は停止します。リピート機能 
(1 目ページを参照）び設定されてし、る場合は、設定 
された U ピート機能に従いまず。音量の調節に 
ついては目ぺージ、 EQ 機能の調節については 
10ページを参照してくださし、。 



前後の曲を聞く（スキップする）ときは：戻る 
ボタン （!◄◄) ® または進むボタン （ W ) ©を押し 
ます。現在のファイル、前のファイルまたは次の 
ファイルの始めへスキップします。 

早送0または早戻し（サーチ）をするとさは： 
戻るボタン （ MO ①または進むボタン （►►!)© 
を長押しします。現在再生中のファイルを早戻し 
または早送0します。 


再生に関ずる注意： 

-詳細な接続方法については、ご使用の US 目デバイス 
の取扱説明書を参照してください。 

-方ニュー項目を表示しているときに目 ACK ボタン 
を押すと、前のメニューに戻ります。 

-タイトルやアルバム名は、 MP 3 形式に録音される 
とさに設定したタグび表示されます。録音時に 
正しいタグを設定してください。 

-フォルダ名やファイル名び日本語の場含は、デイス 
プレイに表示されません。 
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シャッフル再生 




US 巨モードで US 目デバイスを接続した状態で、 
再生または一時停止中に日 K ボタンを押すと、 
ディスプレイに 「 Shuffle 」 と 「 Repeat 」 び表 
示されます。 


SELECT ダイヤルで Shuffle を選択します。 


日 K ボタンを押します。シャッフルインジケーター 
(3 C ) びディスプレイに表示されます。選択した 
フオルダ内のすべての巧をランダムに再生した後、 
停止します。 


シャッフル再生をキャンセルするときは、日 K 
ボタン①を押ずと、ディスプレイにに huffle 」 
と 「 Repeat 」 び表示されます。 SELECT ダイヤル 
©で Shuffle を選択して、もう一度日 K ボタン① 
を押します。 （ lx ：) び消え、シャッフル再生び 
キャンセルされます。 
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u ピート再生 



USB モードで USB デバイスを接続した状態で、 
再生または一時停止中に日 K ボタンを押すと、 
ディスプレイに 「 Shuffle 」 と 「 Repeat 」 び表示 
されます。 




回 


日 K ボタンを押します。 U ピートインジケーター 
( OD ) び点'なして、選択した曲を繰0返し再生 


日 K ボタンをもラー度押します。 U ピートオール 
インジケーター（〇)び点灯して、選択したフオ 



します。 


ルダ内のすべての巧を繰り返し再生します。 



U ピート再生をキャンセルするときは、日 K ボタン①を 
巧すと、ディスプレイに 「 Shuffle 」 と 「 Repeat 」 び表示 
されます。 

SELECT ダイヤル③で Repeat を選択して、もう一度 
日 K ボタン①を押します。 U ピートインジケーターび消え、 
U ピート再生びキャンセルされます。 

補足：シャッフル巧生とリピートオール再生を同時に行う 
と、すべての曲をランダムに再生し続けます。 
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LINE IN または RCA ジャックに接続してが部才ーデイオ機器を使用する 


励削 


電源/ボリュームコント□ールダイヤルを時計 
回0にゆつ < り「カチッ」といラまで回して、 
本機の電源を入れます。電源インジケーターび 
点好します。 

補足:本体のプログラム起動に時間びかかりまず。 


[LINE IN ジャックを使巧するとを] 

接続ケーブルの一ちの端をが部オーディオ機器の 
AUX / UNE 日 UT ジャックに挿入し、わラー方の 
端を本機背面の LINE IN ジャックに挿入します。 


似 

■ X ^ 


[RCA IN ジャックを使用するとき] 

ステレオ接続ケーブルをが部オーディオ機器の 
左ちのジャックと本機背面の RCA IN ジャック 
の Left と Right に接続します。 



S 日 URGE ボタン①を押します。ディスプレイに 
S 日 URGE メニューび表示されます 。 SELECT 
ダイヤル®を使用して AUX 1 (LINE IN ジャック 
を使用する場合）または AUX 2 (RCA IN ジャック 
を使用する場合）を選択し、日 K ボタン③を押して 
確定します。外部オーディオ機器の再生を開始 
します。音量の調節については目ぺージ、 EQ 機能 
の調節については]日ページを参照してください。 


補足：詳細な接続方法については、ご使用の外部オーディオ機器の取扱説明書を参照してください。 
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6.3 mm プラグ対応の機器を使用ずる 



電源/ボ I 」ュームコント n —ルダイヤルを時計 
回0にゆつ<り「カチッ」といラまで回して、 
本機の電源を入れます。電源インジケーターび 
点好します。 

補足:本体のプログラム起動に時間びかかりまず。 



S 日 URGE ボタン①を押して、同時に再生する 
音源 （ US 目、 AUX 1 または AUX 2) を選択します。 
ディスプレイに S 日 URGE メニューび表示され 
まず。 SELECT ダイヤル®を使用して、 USB 、 
AUX 1 または AUX 2 を選択し、日 K ボタン感 
を押して確定しまず。 



接続ケーブルの一方の端を 6.3 mm プラグに 
対応した音響機器の OUTPUT ジャックに挿入 
し、ちラー方の端を本機背面の INST ジャック 
(目. 3 mm プラグ用）に挿入しまず。 



S 日 URGE ボタン①を押ずと、ディスプレイに 
S 日 URGE メニューび表示されます 。 SELECT 
ダイヤル③を使用して MIX INST を選択し、日 K 
ボタン感を押して、 INST モードの選択を確定 
しまず。ディスプレイに MIX メニューび表示 
されまず。 


補足：詳細な接続方法については、ご使用の音響機器の取扱説明書を参照してください。 
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回 


ディスプレイの MIX メニューび消えた場合は、 


0 K ボタン①または BACK ボタン②を押すと、 


MIX メニューび表示されます。 



SELECT ダイヤルを使用して、音響機器と音源 
の音量のレベルを選択します。たとえば、音響 
機器を目立たせる場合は、 SELECT ダイヤルを 
時計回0に回して、 INST のレベルを上げます。 





日 K ボタン①を押します。ディスプレイに 「 Mix 」 
と 「 Solo 」 び表示されます。 


音響機器のヴウンドと選択した音源を合成する 
ときは、 SELECT ダイヤル®で Mix を選択し、 
日 K ボタン①を押しまず。ディスプレイに 「 Mix 」 
と表示されます。 

補ち： MIX モードで同時に再生する音源として 
USB び選択されているとさは、通常の再生機能 
を選択でさます。 

ソ□巧生ずるときは、 SELECT ダイヤル®で 
Solo を選択し、日 K ボタン①を巧します。ディス 
プレイに 「 Solo 」 と表示されます。音量の調節に 
ついては目ページ、 E 日機能の調節については1日 
ページを参照してください。 
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こんなとをには 


音び聞こえない 

• 電源が入っていることを確認してください。 

• 音量の設定がかさい可能性があります。音量の設定を大きくしてください。 

• 機能切り替えボタンが巧されていない可能性があります。ご使巧になりたい機能ボタンを押してくだ 
さい。 

音質び悪い 

FM ラジオ 


• ラジオ局が正しく選局されていることを確認してください。 

• FM アンテナの接続を確認し、調整してください。アンテナを伸ばすと受信感度がよくなります。 
iPod/iPhone 

• Dock コネクタに接続されているか確認してください。 

• iPod/iPhone で使用している他のアプリケーシヨンを終了ずるか、 iPod/iPhone を再起動してくだ 
さい。 

• iPod/iPhone と LINE 接続して再生し、音質を確認してください。 


次のよラな画面が表示される： 



No device 
connected 


• USB デバイスが us 巨ポートに接続されていません。正しく接続されているか 
確認してください。 

• USB デバイスが接続されている場合は、本機の電源を入れた状態で USB 
プラグを取りがし、再度接続し直してください。 


Neeve.mpS 



Can’t read 
this file 


• ファイルが破損している、あるいは本製品で再生でさないフオーマットの 
ファイルの可能性がありまず。ファイルの確認をしてください。 



Device not 
supported 


• 本製品ではサポートされていない us 日デバイスです。ご使用のデバイスの 
LINE 端子と本機の LINE IN ジャックを 3.5mm ステレオ S ニケーブルで接続 
して巧を再生することちでさまず。 
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お手入れ 


本製品を良好な状態に保つために、定期的にお手入れをしてくださし、。 

本製品のお手入れをするとさは乾いた布で巧いてください。 

補足：ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の囊品を使用したり、殺虫剤をかけたりしないで 
<ださい。変形、変色、ひび割れの原因となります。 


まな仕様 


スピーカー . 4 スピーカー システム （2 アクティブ、2パッシブ） 

出力 . 1 0 W +1日 W 

入力 . LINE IN (3 .已 mm ステレオミニジャック）、 RCA 、 目. 3 mm プラグ 

対応デバイス . USB ver . 2.0 規格に対応した iPod 、 iPhone 、 

32 GB 臥下の USB メモリー、八ードディスク 

対応フォーマット . MP 3 、 WMA (320 kbps 总下のファイルに対応） 

電源 . AC アダプター （18 V ) または単1お電池12本（別売） 

ラジオ受信周波数 . FM 7目〜1 08 MHZ 

本体寸法 . 約2已白 mm (幅） X 2已 9 mm (與巧を ） x 2目白 mm (高さ） 

本体質量 . 約曰. 7 k 径 


製品の仕様およびが観は予告無く変更する場合がありまずのでご了承願います。 


品名 

マルチディレクシヨナルアクティブスピーカー 

原産国 

中国 

事業者名 

イメーシヨン株式会社 


iPhone 、 iPod は、米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標でず。 
iPhone 商標は、アイホン株式舎社のライセンスに基づを使巧されています。 
TDK Life on Record □コは、 TDK 株式舎社の商標です。 
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您 TTDK 保証書 

Life on Record 


品番 


SP - XA 6701 

お買い上げ年月日 

年月 曰 

保証期間 

お買い上げ年月曰より1年間 

お 

を 

ご氏名 

ご住所 干 


様 

電話ま号 （ 

) 

販 

売 

店 

販売店名•住所 



お客様相談室におけるお客様の個人情報の取扱いにつをまして 

ご相談の隙にお受けした個人情報は、お問い合わせへの対応およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お客様 
の同意な < 個人情報を第王者に提供または開示することはありません。 


ユーザー登録のお願い 

本製品をご購入されたお客様にはユーヴー登録をお願いしておりまず。 

TDK Life on Record のホームページより、オンラインでのご登録を巧ってください。 

http://www.tdk-media.jp/support/ 


お問い合わせは 巧客様巧設 ままで 

函 @0120-81-0544 


www.tdk-media. 


保証規定 

1 . お買い上げの曰から1年内に製造に起因する故障び発生した場合、修理または交換をさせていたださまず。 

2. 保証期間内でち次の場合は原則として費巧をご負担いただをます。 

-操作上の誤り、および牌社によらない修理や改造による故障および損傷 
-火が、風水害、地震などの天がによる故障および損傷 

-お買い上げ後の輸送、落下などによる故障および損傷 
-本製品ながの機器び原因となって生じた故障および損傷 
-一般家庭用な外(業務用途など)での使巧で生じた故障および損傷 
-保証書び提示されない場合 

-保証書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入、または領収書や納品書など保証開始時期を証明するわのびない場合 
-車両•船舶等に搭載された隙に生じた故障および損傷 


3. 保証の対象が 

消耗•磨耗品は補償いたしかねますのでご了承 < ださい。 

4. 本保証書は再発巧いたしませんので大切に保管して<ださい。 

5. 本保証書によってお客様の法律上の権利び制限されるちのではありません。 


巨.本保証規定は曰本国内でのみ有効です。 
※下 his warranty is valid only in Japan. 
















钱 TDK 

Life on Record 


Made for iPod touch (2nd generation), iPod classic, 
iPod nano (2nd, 3rd, 4 十 h, and 5th generation), iPhone 

3GS. and iPhone 3G. SP-XA6701 



